
工
　

事
　

概
　

要

メ
デ

カ
ル
物
流
に
特
化
し
た
施
設
設
備

　メッセージ　安田倉庫株式会社

輸入から国内即応配送まで対応
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都心アクセスと機能性の融合
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■工　事　名　称：安田倉庫羽田営業所新築工事
■建　設　地：東京都大田区昭和島２－４－４
■敷　地　面　積：，．㎡
■発　注　者：安田倉庫株式会社
■設　計　者：鉄建建設株式会社建築本部設計統括室
■施　工　者：鉄建建設株式会社東京支店
■構造・規模：Ｓ造（耐震・耐火建築物）５階建て。建築面積，．㎡、延床面積，．㎡
■工　　　期：年２月～年５月

　東京都大田区に「羽田営業所」を新設し、このほど稼働を開始しまし
た。本施設は、物流基盤の強化とネットワーク拡充を通じて「長期ビジ
ョン」の実現を目指す当社にとって、重要施策の一つとして整備し
てきた拠点です。大井・平和島エリアの当社拠点に近接する立地を生か
し、拠点間連携によるスケールメリットを発揮することで、サービス品
質と供給安定性のさらなる向上を図ります。
　羽田空港および東京港に近接する本施設は、海上コンテナによる輸出
入、関東圏への直接配送、ならびに全国各地への航空便配送に適した物
流拠点です。特に輸入比率の高い医療機器業界においては、リードタイ
ムの短縮や緊急時の即応性といった面で強みを発揮できると考えており
ます。また、東京モノレール昭和島駅から徒歩１分と通勤利便性に優れ、
人材確保の面でも強みを有しています。
　設備面では、メディカル分野で求められる厳格な温度管理に対応する
ため、将来的な空調設備の増設を見据えた電気容量を確保しました。加
えて、医療機器の洗浄・修理といった周辺ニーズにも柔軟に対応できる
よう、各階で給排水設備が利用可能な設計としています。さらに、非常
用発電機の設置により、停電時においても重要設備の稼働を継続できる
体制を整備し、ＢＣＰ（事業継続計画）対応を強化しました。
　本施設では、メディカル物流に求められる品質要件に対応した設備と
運用体制のもと、立地優位性を最大限に生かし、輸入から国内の緊急配
送までを一体で提供します。欠品・遅延・温度逸脱といったリスクの低
減に努め、患者様への治療・ケアを支える安定供給に貢献してまいりま
す。
　当社は羽田営業所をメディカル物流の中核拠点として発展させ、医療
現場の「止められない需要」を支える社会インフラとして、より高い信
頼性と即応性を提供してまいります。

倉庫フロア
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　本施設は、東京都大田区昭和島に位置し、首都高速道路や羽田空港への
アクセスに優れた利便性の高い立地に建つ、鉄骨造５階建ての物流倉庫で
す。
　１階には事務所と倉庫を配置し、高い階高を活用して設けた中二階部分
にカフェテリア等の共用部を集約することで、デッドスペースを抑えた効
率的な施設構成としました。３階から５階の倉庫階では、床積載荷重を．
ｔ／㎡（３階は．ｔ／㎡）、有効天井高さを．ｍ以上（同．ｍ以上）
確保しています。また、将来的なドックレベラーの増設や事務室拡張にも
柔軟に対応できる計画としています。
　構造計画は地盤沈下や液状化対策として１階床を構造スラブとし、沈下
を抑制する計画としています。構造形式は鉄骨造ブレース併用ラーメン構
造とし、座屈拘束ブレースを採用することで、耐震性能を確保しています。
設備計画では、浸水リスクを想定した主要インフラのかさ上げ配置や、
時間連続運転が可能な非常用発電機設備を整備し、災害時にも機能を維持
できる施設としています。

　鉄建建設株式会社　建築本部　設計統括室　小川　暢彦
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